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本
邦
産
業
組
合
の
法
的
統
制
が
始
h
で
よ
り
慨
に
三
十
有
傍
年
を
経
過
し
、
組
合
教
は
一
高
四
千
、
組
合
員
数

は
五
百
高
に
遣
し
、
地
方
的
世
に
全
闘
的
聯
合
機
関
も
略
繋
備
し
に
と
い
ふ
も
の
の
、
未
だ
全
国
の
中
小
産
者
会

包
合
す
る
に
至
ら
今
、
そ
の
事
業
も
組
合
員
mw
一
鰹
掛
生
活
に
徹
底
ゼ
吉
右
も
の
め
ト
ノ
恥
加
ふ
る
じ
粧
掛
恐
慌
の
野

響
に
よ
り
其
の
経
管
上
に
困
難
を
見
る
組
合
・
も
少
〈
は
午
い
。
わ
が
産
業
組
合
が
斯
る
情
勢
を
看
取
し
、
産
業
組

合
五
ヶ
年
計
責
ぞ
樹
立
し
、
わ
が
産
業
組
合
運
動
の
劃
期
的
進
展
の
基
礎
を
樹
立
せ
る
は
、
吾
人
の
之
を
多
と
す

る
所
で
あ
る
。
然
る
に
最
近
こ
の
組
合
の
後
展
に
伴
ひ
、
反
産
業
組
合
運
動
が
撞
頭
し
、
組
合
に
賦
輿
さ
れ
た
る

特
樺
を
摩
す
る
こ
と
に
よ
り
、
先
づ
産
業
組
合
が
従
来
の
軌
道
に
沿
ふ
て
事
業
'
伊
藤
大
す
る
を
防
止
し
、
失
に
こ

れ
迄
比
鞭
的
軽
視
さ
れ
て
ゐ
に
新
方
向
へ
の
粧
合
の
勃
興
を
其
の
茄
芽
の
聞
に
凋
取
ら
ん
と
し
て
ゐ
る
。
今
や
我

が
産
業
組
合
運
動
は
一
方
未
曾
有
の
恐
慌
に
封
し
、
他
方
中
小
商
工
業
代
表
圏
韓
の
反
産
業
組
合
運
動
に
封
し
、

併
せ
劃
策
を
講
ぜ
ぎ
る
を
得
ぎ
る
重
大
時
機
に
営
面
し
て
ゐ
る
。

こ
の
秋
に
際
し
、
産
業
組
合
の
本
質
を
正
し
く
見
極
な
る
事
は
、
組
合
運
動
ぞ
正
し
く
理
解
し
、
そ
の
向
ふ
べ

産
業
組
合
の
本
質

第
三
十
七
巻

ーヒ
4二

第
三
就

七

九



産
業
組
合
の
本
質

第
一
一
一
十
七
巻

七

i'、

第
三
一
務

八

O

き
方
向
を
亙
し
〈
把
握
す
る
上
に
決
め
て
必
要
で
あ
る
。
こ
の
事
は
A

ン
ス
・
ミ
ュ
ラ

1
も
「
産
業
組
合
論
の
第
一

の
任
務
は
組
合
の
本
質
を
認
識
す
る
に
あ
る
」
と
謂
ふ
に
徴
し
て
も
明
で
あ
る
。
卸
ち
産
業
組
合
の
本
質
改
何
で

あ
り
、
如
何
な
る
原
理
に
活
動
の
基
礎
を
有
っ
か
。
大
多
敷
の
組
合
は
よ
〈
自
己
の
活
動
原
理
と
使
命
と
を
意
識

し
、
こ
の
使
命
の
成
就
が
如
何
な
る
限
度
に
可
能
な
る
か
に
就
て
充
分
な
る
認
識
を
有
っ
か
。
産
業
組
合
の
出
費

貼
は
現
代
資
本
主
義
に
封
す
る
批
判
で
あ
名

1c謂
は
れ
る
。
然
も
費
本
制
生
産
の
威
光
漸
く
同
慨
は
れ
、

新
粧
時
間
秩

芹
m
L

問
題
い
か
匙
ち
り
り
あ
る
際
、
産
業
制
令
は
貧
小
微
弱
な
る
農
民
や
子
工
業
岩
佐
準
ゐ

γ
資
本
主
義
へ
の
順
肱

を
圃
る
に
溜
ま
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
産
業
組
合
が
更
に
一
歩
前
準
す
る
に
し
て
も
、

現
代
の
濁
占
金
融
資
本
時

代
に
於
て
、
こ
の
責
本
の
勢
力
を
如
何
な
る
程
度
に
迄
排
除
し
得
る
で
あ
ら
う
か
。
私
は
以
下
少
し
〈
産
業
組
合

の
本
質
を
尋
ね
、
組
合
運
動
の
基
礎
原
理
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

産
業
組
合
の
本
質
如
何
の
問
題
は
解
決
極
め
て
凶
難
で
あ
る
。
蓋
し
先
づ
第
一
に
産
業
組
合
白
樺
の
本
質
は
、

各
国
の
極
端
併
殺
展
段
階
の
知
何
に
照
躍
し
て
夫
々
多
少
質
的
に
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
印
ち
各
国
の
樫
持
費
展
段

階
の
如
何
は
組
合
の
後
展
を
量
的
に
規
定
す
る
の
み
な
ら
十
、
向
ほ
質
的
に
も
規
定
す
る
か
ら
で
あ
る
。
産
業
組

合
後
達
の
初
期
に
於
て
は
貧
小
微
弱
な
る
生
産
者
を
扶
け
て
資
本
主
義
へ
の
順
躍
を
園
る
に
過
ぎ
や
、
従
て
其
の

態
度
は
資
本
主
義
経
済
領
域
内
に
於
て
責
本
の
搾
取
を
見
れ
ん
と
す
る
消
極
的
の
も
の
で
あ
る
が
、
ぞ
の
高
度
に

殻
展
し
た
る
形
態
に
於
て
は
資
本
主
義
を
も
止
揚
せ
ん
と
す
る
一
種
の
濁
占
形
態
を
採
り
、
資
本
搾
取
を
積
極
的

1) Hans Muller， Zur KTitik des G-enossen~chaftshegl.l目、 (J"hγbUcheT fur National. 
nkonomie UI~d _.Statistik， Bd. 121， 1923， s. 55.) 
那須崎氏、産業組合の木賞と将来の祉曾、六頁。



に
排
撃
せ
ん
と
す
る
積
極
性
を
帯
ぷ
る
に
至
る
が
如
き
、
或
は
経
済
援
展
段
階
に
鷹
じ
、
初
め
は
階
級
的
中
立
性

を
標
梼
し
た
る
組
合
も
、
無
産
者
の
増
加
に
伴
ひ
、
階
級
性
を
有
つ
に
至
る
が
知
き
、
ぞ
の
例
で
あ
る
。

第
二
に
産
業
組
合
に
は
種
々
な
る
種
類
あ
り
、
各
々
そ
の
目
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
夫
々
異
に
す
る
を
以
て
、

之
を
統
一
的
に
把
握
し
、
そ
の
共
通
的
本
質
を
極
め
る
こ
と
の
困
難
で
あ
る
。
即
ち
先
づ
個
々
の
組
合
の
有
つ
任

務
は
別
個
の
色
の
で
あ
ち
、

一
見
そ
の
聞
に
共
通
の
目
標
を
棋
く
や
う
に
見
え
る
。
例
へ
ば
手
工
業
者
は
資
本
主

義
的
大
工
業
に
抵
抗
す
る
た
め
に
、
消
費
者
は
中
間
商
業
の
搾
取
を
見
れ
る
た
め
に
、
更
に
農
民
は
肥
料
や
生
産

用
具
を
ま
債
じ
購
入
す
る
七
め
じ
組
合
に
参
加
す
る
が
却
主
之
で
あ
る
。

斯
〈
の
如
〈
各
組
合
の
目
標
は
夫
々
異

な
る
ド
故
に
、
産
業
組
Abvk
全
般
と
し
て
統
一
的
に
把
握
寸
る
事
が
困
難
と
な
る
。
之
佐
克
服
す
る
に
J
M
各
組
合

に
就
て
共
通
な
る
本
質
的
目
標
を
見
出
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

更
に
産
業
組
合
の
本
質
は
各
組
合
論
者
の
有
つ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
如
何
に
よ
り
て
夫
々
質
的
に
異
な
る
も
の
と

な
る
。
而
し
て
悲
に
言
ふ
産
業
組
合
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
は
、
組
合
運
動
が
其
の
異
髄
と
し
て
保
有
す
る
所
の
、

組
合
運
動
の
拍
車
と
し
て
又
は
規
準
と
し
て
快
〈
べ
か
ら

5
る
精
神
的
思
惣
構
造
で
あ
る
。
町
丸
自
作
農
民
や
都

市
中
産
階
扱
の
産
業
組
合
は
今
日
の
経
済
制
度
の
上
に
立
ち
、
車
に
大
資
本
に
よ
る
支
配
ぞ
緩
和
せ
ん
と
す
る
に

留
ま
る
。
夏
に
資
本
主
義
に
封
し
批
判
的
態
度
を
採
る
産
業
組
合
に
在
り
て
も
、
利
潤
撤
康
の
原
理
を
通
じ
て
資

本
主
義
を
止
揚
し
、
何
等
か
の
新
な
る
経
済
秩
序
を
平
和
的
に
建
設
せ
ん
と
す
る
所
謂
組
合
改
良
主
義
と
、
産
業

組
合
を
無
産
階
部
帆
闘
争
の
手
段
又
は
道
具
と
し
て
役
立
た
し
め
ん
と
す
る
所
謂
組
合
闘
争
主
義
と
が
あ
る
が
、
こ

産
業
組
合
の
本
質

第
三
日
明

第
三
十
七
巻

一一一七九
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産
業
組
合
の
木
質

第
三
十
七
巻

第

王宮

i¥. 
O 

i¥. 

の
何
れ
の
立
場
を
採
る
か
に
よ
り
て
組
合
の
本
質
が
異
な
り
て
現
は
る
る
が
知
き
之
で
あ
る
。

か
く
の
如
〈
産
業
組
合
は
業
の
種
類
と
そ
の
有
つ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
に
膳
じ
、
多
少
本
質
を
異
に
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
産
業
組
合
一
般
に
共
通
な
る
本
質
が
な
い
で
あ
ら
う
か
。
グ
リ
ノ
ユ
ン
ア

z
y
y
は
此
の
組
合
の
共
通
性

に
闘
し
「
賓
際
に
産
業
組
合
の
生
命
が
服
持
つ
総
て
の
産
業
組
合
は
、
吾
々
の
一
極
蹄
秩
序
に
封
し
批
判
的
立
場
ぞ

採
り
、

そ
の
改
善
に
就
て
努
力
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
以
外
の
も
の
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
謂

少
、
「
産
業
組
合
論
お
の
志
欲
す
る
一
仰
の
も
の
は
市
に
必
や
し
も
明
瞭
?
は
な
い
が
、

の
も
の
に
就
て
は
、

併
し
彼
等
の
主
欲

r
y
z所

全
〈
一
義
的
で
あ
る
。
卸
ち
彼
等
は
綿
て
商
業
に
敵
劃
す
る
も
の
で
あ
ム
」
色
調
て
ゐ
る
。

併
し
私
は
産
業
組
合
が
今
日
の
経
持
秩
序
に
劃
し
批
判
的
で
あ
る
こ
と
に
就
て
は
、
氏
の
見
解
に
同
意
す
る
が
、

こ
の
批
判
的
態
度
が
具
瞳
的
に
表
現
さ
れ
る
の
は
、
「
商
業
に
封
す
る
敵
封
」
に
於
て
で
あ
る
と
言
ふ
の
み
で
は
、

多
少
狭
義
に
失
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
在
は
「
資
本
に
劃
す
る
協
同
的
防
衛
」
な
る
言
葉
を
以
て
、
組
合
の
共

通
的
本
質
を
表
現
し
た
い
と
思
ふ
。

第
三
に
産
業
組
合
の
本
質
全
論
守
る
に
際
し
、
組
A
ロ
の
概
念
規
定
は
現
在
の
諸
闘
係
の
観
客
を
基
礎
左
す
べ
き

で
あ
り
、
牌
来
の
粧
掛
秩
序
の
理
想
よ
り
行
ふ
べ
き
で
な
い
と
す
る
立
場
と
、
産
業
組
合
の
本
質
の
内
に
祉
曾
政

策
的
又
は
枇
舎
蓮
動
的
目
標
ぞ
加
へ
て
論
中
る
立
場
と
に
よ
り
、
産
業
組
合
の
本
質
が
夫
々
異
な
っ
て
把
躍
さ
れ

る
。
前
者
の
見
解
を
採
る
論
者
は
リ

1
ア
マ
ン
で
め
り
、
所
調
産
業
組
合
論
者
と
呼
ば
れ
る
者
は
後
の
立
場
を
と

る
。
リ

1
プ
マ
ン
は
後
者
の
立
場
を
批
難
し
て
日
〈
「
彼
等
の
理
論
的
討
究
の
特
徴
は
、
産
業
組
合
の
本
質
を
科

Grunfeld， a. a. O. S. 14. 15 



事
的
に
把
握
せ
ん
と
努
め
る
場
合
に
於
て
も
、
産
業
組
合
に
輿
へ
る
一
定
の
傾
向
、
世
合
政
策
的
目
的
か
ら
離
れ

得
な
い
と
い
ふ
酷
に
あ
る
。
彼
等
の
理
論
は
産
業
組
合
に
就
て
期
待
さ
れ
る
所
の
色
の
に
基
き
、
産
業
組
合
が
現

存
す
る
所
の
も
の
の
分
析
に
基
く
も
の
で
な
い
」
と
す
る
。
即
ち

7
1
プ
マ
ン
に
よ
れ
ば
産
業
組
合
は
何
等
か
の

暖
昧
な
る
鼎
京
市
の
経
掛
秩
序
の
理
想
に
従
て
定
義
す
べ
き
で
な
く
、
寧
ろ
綿
て
の
鰹
梼
概
念
と
同
様
に
今
日
の
交

換
経
持
の
現
象
と
し
て
、
且
つ
此
の
交
換
経
持
の
考
察
を
根
健
と
し
て
定
義
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
併
し
氏
は

凡
て
の
鰹
掛
事
象
が
人
間
の
目
的
に
役
立
つ
も
の
な
る
限
り
、
産
業
組
合
の
概
念
に
於
て
色
、
目
的
設
定
は
之
を

回
避
す
る
砂
得
な
い
が
、
併
し
こ
の
際
に
は
、
組
合
に
結
合
す
る
極
端
円
人
の
個
人
的
目
的
炉
問
題
で
あ
り
、
何
等

か
の
批
命
日
政
一
東
川
田
川
氏

4
1一
他
の
現
沼
山
μ

問
題
で
な
い
と
す
7
0
0

如
何
h

守
口
税
庇
仁
一
批
命
日
品
川
制
人
目
的
い
し
針

す
る
関
係
を
度
外
調
し
得
る
か
、

又
は
一
の
共
同
瞳
と
し
て
組
合
併
-
構
成

世
曾
闇
宇
は
産
業
組
合

te
一
の
集
合
種
、

す
る
個
人
に
閥
係
な
く
把
握
す
る
こ
と
を
得
る
か
、
ぞ
れ
に
従
て
世
曾
皐
は
産
業
組
合
を
如
何
に
{
曇
現
せ
ん
と
す

る
か
は
枇
舎
準
者
の
研
究
に
委
す
べ
き
で
あ
る
。
経
油
開
理
論
と
同
様
に
私
経
済
理
論
は
今
日
の
諸
聞
係
の
考
察
を

根
懐
と
し
て
、
産
業
組
合
の
本
質
を
個
人
的
目
的
よ
り
決
定
し
、
他
の
共
同
的
有
機
睡
よ
り
匝
分
す
べ
き
こ
と
を

提
唱
し
て
ゐ
る
。
更
に
リ

1
7
マ
ン
は
産
業
組
合
の
定
義
中
に
一
吐
舎
政
策
的
傾
向
を
掃
入
す
る
凡
て
の
定
義
を
排

斥
し
、
世
曾
政
策
又
は
綿
て
の
経
済
政
策
は
目
的
自
瞳
を
設
定
せ
十
し
て
、
軍
に
経
梼
生
活
へ
の
国
家
干
渉
の
作

用
を
因
果
的
に
考
察
す
る
限
り
に
於
て
の
み
科
事
た
り
得
る
と
論
じ
、
経
樺
理
論
及
び
産
業
組
合
論
は
各
個
人
が

交
換
鰹
持
に
於
て
追
求
す
る
目
的
か
ら
出
援
す
べ
き
も
の
と
す
る
。
こ
の
組
合
に
外
部
か
ら
決
定
さ
れ
た
る
任
務

産
業
組
合
的
本
質

第

琉

i¥. 

i¥. 
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三
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七
巻

1) Liefmann， 7ur Theorie llnrl Systernati1九 dE'l" Genossenschaften (Schmoller岳

Jahrbuch fUr Geset7..gelmng， VerwalLun::~. llnd Volkswirtschaft， 51 Jahrgang，. 

Heft 1， 1927， S. 103.) 
Liefmann. ::1.. a. O. S. 108 2) 



産
一
業
組
舎
の
木
質

第
三
十
七
巻

第

~ 

i¥ 
四

三
八
二

を
設
定
し
、
之
に
従
て
組
合
を
定
義
す
る
は
非
科
率
的
で
あ
る
と
論
じ
て
ゐ
る
。
か
く
て
リ

1
フ
千
ン
は
「
勿
論

産
業
組
合
に
就
て
は
、
多
く
の
理
想
主
義
者
や
空
想
家
が
あ
る
が
、
併
し
科
皐
は
、
消
費
組
令
或
は
生
産
組
合
に
よ

り
て
今
日
の
粧
樺
秩
序
が
盤
草
さ
れ
得
る
と
の
信
仰
と
は
牽
も
閥
係
が
な
い

1
」
と
主
張
し
て
ゐ
る
。

か
〈
の
如
〈
Y

1
プ
マ
ン
は
「
人
間
の
個
人
的
目
的
か
ら
、
即
ち
個
々
の
組
合
員
の
家
内
又
は
替
刺
経
梼
の
配

慮
か
ら
」
組
合
営
把
控
せ
ん
と
す
る
が
、
現
代
に
於
て
は
人
々
の
個
人
的
目
的
た
る
家
内
粧
構
内
の
需
要
充
足
も
、

各
偶
人
に
よ
り
主
観
的
に
恐
意
的
に
決
定
3
れ
る
も
の
で
江
〈
、
一
此
命
同
的
に
決
定
自
れ
州
の
ー
も
の
じ
め
h
、
印
ら
各

個
人
の
入
込
か
世
舎
的
生
産
闘
係
と
之
を
枝
括
、
と
す
る
流
通
分
配
関
係
と
の
聯
開
に
よ
り
て
規
定
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
産
業
組
合
に
よ
り
て
位
A
T
人
聞
の
個
人
目
的
の
達
成
ぞ
園
る
と
す
る
も
、
各
個
人
を
超
階
級
的
な
る

も
の
と
し
て
で
な
〈
、
一
定
の
階
級
に
属
す
る
枇
曾
人
と
し
て
取
扱
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
て
此
等
の
具
韓

的
な
る
枇
曾
的
個
人
の
集
合
憧
と
し
て
の
組
合
及
び
組
合
聯
合
の
目
的
は
、
ぞ
れ
が
組
合
併
}
構
成
す
る
各
個
人
の

個
人
的
目
的
の
綜
合
と
し
て
現
は
る
る
に
し
て
も
、
之
を
一
の
枇
舎
的
集
圏
と
し
て
の
枇
舎
的
目
標
と
し
て
掲
げ
、

之
を
穏
健
な
る
枇
舎
改
良
の
手
段
に
よ
っ
て
達
せ
ん
と
す
る
か
、
又
は
急
進
な
る
闘
争
手
段
に
よ
っ
て
達
せ
ん
と

す
る
か
に
よ
り
、
組
合
の
本
質
に
質
的
相
違
を
驚
す
も
の
で
あ
る
。
卸
ち
組
合
員
の
個
人
的
目
的
も
、
今
日
の
枇

曾
で
は
彼
等
炉
支
配
布
ぜ
蒙
る
責
本
カ
に
劃
す
る
協
同
的
防
衛
に
よ
り
て
、
初
め
て
蓮
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

ηノ

1
ア
マ
ン
の
如
〈
、
産
業
組
合
は
個
人
的
目
的
を
超
え
た
る
枇
舎
政
策
的
目
標
を
葉
の
本
質
の
中
に
加
へ
得
な

い
と
す
る
は
不
営
で
あ
る
と
言
は
玄
る
を
得
な
い
。

u) Liefmanr】! a. a. O. S. 112. 

2) L阻 fmann，a. a. O. S. 110目



併
じ
他
方
市
ノ

1
ア
マ
シ
の
指
摘
ぜ
る
知
〈
、
産
業
組
合
論
者
む
中
に
は
、
今
日
の
鰹
持
秩
序
が
産
業
組
合
に
よ

り
て
盤
草
さ
れ
得
る
と
の
妄
想
を
懐
〈
色
の
も
少
な
く
は
な
い
。

ジ
・
ダ
ピ
ヅ
ド
は
回
〈
一
経
済
的
数
育
を
受
け
て

ゐ
な
い
人
々
の
眼
に
は
牽
も
盛
化
が
起
っ
て
ゐ
な
い
や
う
に
映
宇
る
が
、
此
盤
一
リ
の
語
圏
に
於
て
は
吾
々
は
今
日
既

に
尤
な
る
種
革
過
程
の
中
に
立
っ
て
ゐ
る
。
而
し
て
其
の
目
標
は
祉
舎
の
枇
曾
化
で
あ
ム
o
」
而
し
て
氏
は
此
の
枇

曾
化
は
産
業
組
合
運
動
に
よ
っ
て
行
は
れ
つ
つ
あ
り
と
す
る
。
印
ち
「
五
日
々
は
枇
曾
主
義
の
統
制
的
世
に
民
主
的

原
則
が
産
業
組
合
に
於
て
結
合
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
見
る
。
・
・
:
だ
か
ら
産
業
組
合
が
経
済
生
活
を
捕
捉
す
る
場
合

に
於
て
、
ま
た
そ
の
限
h
、
そ
噂
}
で
は
産
業
組
合
は
|
産
業
組
合
運
動
の
人
的
捨
営
者
が
そ
れ
を
意
識
す
る
と
否

主
に
拘
ら
や
|
棚
人
主
識
的
資
本
主
義
的
牒
静
思
想
の
代
り
に
枇
曾
主
義
的
思
偲
宏
樹
立
す
ヴ
刊
し
と
論
じ
て
ゐ
る

が
、
果
し
て
然
る
で
あ
ら
う
か
。
グ
ピ
ッ
ド
は
よ
く
現
買
の
産
業
組
合
の
本
質
を
認
識
し
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
か
0

9
1
プ
マ
ン
は
産
業
組
合
に
よ
り
て
今
日
の
艦
糟
秩
序
が
襲
草
さ
れ
得
る
と
の
信
仰
と
は
科
皐
は
牽
も
閥
係
が
な

い
と
言
ふ
が
、
併
し
斯
る
信
仰
は
現
代
の
凡
て
の
産
業
組
合
の
本
質
に
闘
す
る
充
分
な
る
認
識
に
基
く
色
の
な
り

や
否
や
を
検
討
す
る
こ
と
こ
そ
正
に
科
準
の
任
務
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
下
私
は
斯
る
見
解
に
基
い
て
産
業

組
合
の
本
質
に
就
て
論
及
す
る
で
あ
ら
う
。

従
来
多
〈
の
産
業
組
合
論
者
は
夫
々
産
業
組
合
の
本
質
金
規
定
し
て
ゐ
る
が
、
以
上
の
三
理
由
に
よ
り
、
産
業

ン
ア
ェ

Y

ド
は
此
等
の
定
義
を
分
類

組
合
全
般
の
本
質
に
就
て
明
快
に
定
義
せ
る
論
者
は
甚
だ
少
な
い
り
グ
リ
ュ

産
業
組
合
白
木
質

第
三
十
七
巻
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し
て
、
↓
偲
令
全
然
法
律
的
に
あ
ら
?
と
す
る
も
、
産
業
組
合
の
形
式
的
定
義
を
輿
へ
た
る
も
の
、
ご
形
式
的
定

義
で
め
る
が
之
に
経
梼
的
内
容
を
輿
へ
た
る
も
の
、
三
産
業
組
合
の
経
済
的
活
動
よ
り
も
寧
ろ
業
の
枇
曾
政
策
的

誼
に
枇
曾
率
的
意
義
を
強
調
し
た
る
も
の
、
四
形
式
的
定
義
を
下
す
こ
と
を
抽
棄
し
た
る
も
の
と
に
分
っ
て
ゐ
る

が
、
在
は
こ
の
分
類
は
形
式
的
で
あ
っ
て
、
産
業
組
合
後
遺
の
歴
史
性
セ
無
純
せ
る
も
の
と
信
ゃ
る
か
ら
、
一
産

業
組
合
を
以
て
中
小
産
滑
級
の
資
本
主
義
へ
の
順
臆
ぞ
扶
く
る
し
と
い
ふ
情
極
性
を
強
調
す
る
も
の
と
、
二
資
本
主

義
そ
の
も
の
に
封
し
何
等
か
の
批
判
的
態
度
を
採
る
も
の
と
に
分
類
し
て
、
そ
の
代
表
的
の
少
数
の
定
義
に
就
て

批
判
し
、
進
ん
で
私
の
定
義
を
謹
ぶ
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
の
立
場
に
立
つ
人
々
は
、
濁
逸
産
業
組
合
法
が
産
業
組
合
の
概
念
を
規
定
し
て
「
組
合
員
の
定
数
を
限
ら

。
き
る
結
世
に
し
て
、
共
同
的
修
業
に
向
り
組
合
員
の
信
用
、
管
利
者
し
〈
ぱ
鰹
梼
の
肱
技
連
を
目
的
と
す
る
も
の
」

と
な
し
た
る
以
来
、
之
を
援
用
し
て
粧
梼
的
定
義
に
改
め
ん
と
努
め
て
ゐ
る
。
併
し
産
業
組
合
法
が
規
定
す
る
怯

律
概
念
は
、
外
部
的
形
態
守
示
す
に
留
ま
ち
、
組
合
自
腫
の
内
容
を
一
不
す
も
の
で
は
な
い
。
蓋
し
法
律
の
規
定
す

る
法
的
形
態
が
産
業
組
合
を
創
造
す
る
も
の
で
な
〈
、
寧
ろ
反
封
に
現
買
に
成
立
せ
る
産
業
組
合
の
出
現
こ
そ
、

之
に
適
営
な
る
法
的
形
式
を
附
興
す
る
や
う
園
家
立
法
の
畿
動
を
促
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
殊
に
濁
逸
産
業

組
合
法
の
制
定
に
照
し
て
瞭
で
あ
る
。

リ

1
プ
マ
ン
は
右
の
法
律
定
義
を
援
用
し
、
「
産
業
組
合
と
は
共
同
経
捕
に
よ
り
て
組
合
員
の
家
事
又
は
替
利
粧

捕
の
助
成
若
し
く
ば
補
充
ぞ
目
的
と
す
る
組
合
で
あ
る
」
と
定
義
し
、
ヤ
コ
プ
怯
「
産
業
組
合
と
は
純
梓
の
自
助
又

1) Grunfeld， a. a. O. S. 2庄

司一八六八年七月四日公布の調逸め倍利的及び経消的if業組合法の私法的地位
に関する法律による、同法は一八八九年五月一日に正日正されよ掲白定義中の
信用たる文字を肯11除 Lた。
Liefmann， <l. a. O. S. 110. 



は
国
家
援
助
に
よ
り
て
強
め
ら
れ
た
る
自
助
の
方
法
で
、
共
同
事
業
経
替
に
よ
り
七
、
組
合
員
の
笹
口
利
若
し
〈
ぱ

鰹
掛
の
助
成
を
目
的
と
す
る
、
組
合
員
数
を
限
ら
ゴ
る
、
組
合
員
の
平
等
樫
能
の
原
則
に
基
く
人
的
結
合
で
め
L
」

t
F
4

定
義
し
て
ゐ
る
。

先
づ

y
1
プ
マ
シ
の
定
義
に
就
て
見
る
に
、
間
早
に
産
業
組
合
は
共
同
鰹
持
に
よ
り
組
合
員
の
家
事
又
は
替
刺
艦

持
の
助
成
を
目
的
と
す
る
と
い
ふ
の
み
に
て
、
如
何
な
る
経
梼
原
則
に
基
い
て
、
其
の
目
的
を
達
せ
ん
と
す
る
か

を
明
に
し
て
ゐ
な
い
か
ら
、
従
て
此
の
定
義
は
共
同
販
貰
所
を
備
ふ
る
カ
戸
ア
Y

に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
ー
と
な
る
。

現
に

y
1
フ
マ
ン
自
身
も
「
か
の
ラ
イ
ン
・
ク
エ
ス
ト
ア
ア

y
ア
石
茨
シ
ン
ヂ
ケ

1
ト
の
如
き
法
樟
上
は
株
式
含
枇

去三川町4

It~~ 

:¥1: 

n't 

R
L肺
臥
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4
J
P
J
h
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町
訓
¥
ノ
広
也
p
t
I土
、
i
-
-

ノ
目
、

指
セ
渉
1
J
r
N

一
n
W
0
4周
到

P判
判

1
仁

I

1
し
[

T
L
、
・
3
、
〉
=
・
・
け
H
i
s
-
k
r
〉
=
L
E
a
・
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z一
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H
t

私
自
口
信

σ一
豊
平
絹
視
庁

J4a3を
M
W
L

湘
合
ロ
匡

の
た
め
に
石
炭
の
販
責
を
満
す
共
同
の
機
闘
で
あ
る
。
加
之
こ
の
固
瞳
は
猫
占
の
目
的
を
有
す
る
が
故
に
、
販
貰

組
合
に
し
て
且
つ
カ
山
て
ア
Y

で
あ
る
。
其
他
凡
て
の
共
同
販
頁
機
闘
を
有
す
る
カ
Y

ア
Y
は
皆
既
貰
組
合
の
性
質

を
有
す
る

2
0

」
と
謂
へ
る
に
徴
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
故
に

y
1
ア
マ
ン
の
如
〈
、
産
業
組
合
を
以
て
墜
に
組
合

員
の
家
事
又
は
替
利
を
助
成
す
る
と
い
ふ
の
み
に
て
は
.
カ
M
Y
-
y
y
の
如
き
資
本
家
利
潤
の
増
殖
又
は
防
衛
を
目

的
と
す
る
も
の
を
も
合
か
虞
が
あ
る
か
ら
、
寧
ろ
逆
に
産
業
組
合
は
資
本
支
配
に
封
す
る
粧
持
的
弱
小
者
の
自
己

防
衛
手
段
で
あ
る
と
い
ふ
馳
に
、
ぞ
の
本
質
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ヤ
コ
プ
は
産
業
組
合
活
動
の
原
則
に
就
て
、
「
純
粋
の
自
助
又
は
同
家
援
助
に
よ
り
て
強
め
ら
れ
た
る
自
助
」
に

よ
り
、
「
組
合
員
の
卒
等
権
能
の
原
則
に
基
き
」
組
合
員
の
替
利
若
し
く
ぱ
粧
持
の
助
成
を
目
的
と
す
る
と
規
定
し
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y、
~ 
ノ、

第

軍記

入
入

て
ゐ
る
が
、
併
し
此
の
雨
者
は
寧
ろ
産
業
組
合
の
結
合
組
織
に
闘
す
る
問
題
に
し
て
、
結
合
目
的
達
成
方
法
、
郎

ち
組
合
活
動
の
鰹
梼
原
則
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
従
て
産
業
組
合
が
鰹
梼
的
弱
小
者
の
資
本
支
配
に
劃
す
る
協

同
防
衛
手
段
た
る
勤
を
強
調
し
て
ゐ
な
い
こ
と
は

9
1
プ
マ
シ
と
同
様
で
あ
る
。
更
に
彼
の
い
ふ
国
家
援
助
と
は

岡
家
が
産
業
組
合
に
奥
ふ
る
補
助
奨
脚
等

γ
意
味
す
る
に
過
ぎ
守
、
国
家
按
助
が
斉
業
組
合
に
果
し
て
如
何
な
る

作
用
伝
及
ぽ
す
か
、
園

L

抵
援
助
の
本
質
如
何
等
の
問
題
に
は
深
〈
鯛
れ
て
ゐ
な
い
。

択
に
何
等
か
の
意
味
に
於
て
資
本
主
義
に
到
し
批
判
的
脂
皮
ぞ
抹
み
人
々
の
見
解
に
枇
で
見
刊
の
い
、
ト
片
町
、
ノ

f

、

多フ
J

Z

J

「
資
力
乏
し
き
粧
持
主
瞳
の
自
由
な
る
人
的
結
合
に
し
て
、

バ

Y

ト
は
産
業
組
合
を
以
て

等
の
経
梼
行
使
を
完
全
な
ら
し
む
る
を
目
的
と
す
る
」
と
な
し
、

大
鰹
替
構
成
に
よ
り
彼

こ
の
定
義
は
異
の
産
業
組
合
た
る
消
費
、
生
産
、

購
買
、
販
買
及
び
信
用
の
諸
組
合
に
誼
用
さ
れ
得
る
と
し
、
「
自
由
」
な
る
言
葉
に
よ
り
て
他
の
強
制
組
合
よ
り
匝

別
し
、
「
人
的
結
合
」
な
る
言
葉
に
よ
り
カ
Y
ア
Y
及
び
シ
ン
ヂ
ケ

1
ト
よ
り
匝
別
し
、
最
後
に
「
大
経
管
構
成
」
な

る
言
葉
は
産
業
組
合
の
凡
て
の
本
質
を
充
分
明
白
な
ら
し
め
得
る
も
の
と
論
じ
て
ゐ
る
。

ゾ
ム
バ
ル
ト
は
他
の
著
書
に
於
て
、
産
業
組
合
目
任
務
を
分
ち
、
一
+
産
業
組
合
は
農
民
階
級
及
び
手
工
業
者
四
生
活
力
を
維
持
し
、
将
来
に
於
け

る
健
貰
な
る
枇
舎
建
設
の
基
礎
を
確
立
す
る
に
役
立
ヮ
、
に
産
業
組
合
は
現
存
の
経
済
形
態
と
此
ぴ
、
叉
は
之
を
越
え
て
資
本
主
義
の
長
所
を
取
入

れ
な
が
ら
、
そ
の
扶
陥
を
排
除
す
る
一
白
経
済
組
織
の
成
立
を
可
龍
に
ナ
る
。
而
し
で
之
を
遂
行
ナ
る
原
則
は
、
同
凡
で
の
向
然
人
に
白
明
白
思
想

た
る
、
経
済
は
人
聞
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
直
接
財
貨
に
よ
り
で
欲
望
を
充
足
す
る
こ
止
で
あ
る
。
故
に
人
閉
経
潜
が
そ
の
承
認
に
よ
り
て
逆
立

と
な
れ
る
替
利
原
則
を
排
除
し
、
之
に
代
ふ
る
に
要
領
充
常
原
則

(Fι
え
v
品向島

Emu-E-v)
の
採
用
に
よ
り
で
之
を
直
立
せ
し
め
得
る
。
向
か
く

て
産
業
組
合
に
於
て
は
計
割
経
焼
、
即
ち
凡
て
の
経
務
を
自
然
の
運
行
に
放
任
す
る
こ
と
な
〈
、
寧
ろ
消
費
の
立
場
よ
り
之
を
統
制
ナ
る
事
が
可
能

と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
ゐ
る
d

ゾ
ム
バ
ル
ト
に
よ
れ
ば
現
代
資
本
幸
衰
の
特
徴
は
付
利
潤
追
求
凶
個
人
事
費
(
競
争
原
則
色
合
理
中
毒
の
三
断
固
に

Zeitalter des 1王ochkapitalismus，Zweiter 

TotOluianz. 

Sombart， D.s Wirtschaftsleben im 
Halbband， S. 986. 
Sombart， Sinn und Bedeutung der Genossenschaftfぅbewegung (in 
Anthologie des Genωsenschaftswesens) 目. 27白古.



c:あ
てる

ゐが
る、
。11産

業
組
合
に

於
て

fl 
合
理
主
義
の

み
を

保
容
し、

他
白
二
・
主
主
義
に
代
ふ
る
に
要
額
充
営
原
則
及
び
祉
曾
連
帯
主
義
を
以
て
す
る
も
の
と
論

こ
の
ゾ
ム
バ

Y

ト
の
定
義
は
比
較
的
簡
明
に
し
て
、
よ
く
組
合
の
本
質
を
把
握
し
て
ゐ
る
が
、
併
し
縛
て
の
組

合
に
共
通
な
る
「
費
本
支
配
に
劃
す
る
協
同
防
衛
」
を
加
へ
て
ゐ
な
い
映
結
が
あ
る
ο

氏
が
産
業
組
合
の
活
動
原
則

と
し
て
奉
げ
た
る
要
額
充
営
原
則
、
誼
に
之
が
適
用
に
よ
っ
て
驚
ら
さ
れ
る
鰹
梼
計
劃
の
樹
立
の
如
き
も
、
氏
自

身
も
認
む
る
如
〈
、
高
度
な
る
産
業
組
合
形
態
、
却
も
自
給
生
産
を
粂
ね
行
ふ
消
費
組
合
に
於
て
初
め
て
適
用
き

れ
る
に
過
ぎ
な
い
ο

故
に
凡
て
の
型
の
産
業
組
合
に
共
通
す
る
活
動
原
則
改
、
寧
ろ
資
本
支
配
に
封
す
る
協
同
的

防
衛
に
よ

h
て
組
合
員
の
経
持
的
利
盆
全
国
る
勤
に
之
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

更
に
ヂ
イ
ド
は
最
初
「
産
業
組
合
は
利
潤
を
排
除
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
聯
合
で
あ
る
」
と
し
た
る
が
、
荷
々

遁
激
の
雄
ひ
あ
り
と
し
に
る
色
の
の
如
く
、
後
に
之
を
修
正
し
て
筒
車
に
産
業
組
合
は
「
公
正
な
る
債
格
」
の
貴
現

ぞ
期
す
る
色
の
で
あ
る
と
定
義
し
た
。

而
し
て
蕊
笠
宮
ふ
公
正
な
る
債
格
と
は
、
今
日
目
経
滞
秩
序
の
下
に
於
て
成
立
ナ
る
債
格
』
ら
、
之
を
出
品
主
し
め
る
凡
で
O
寄
生
的
要
素
を
排
除

せ
る
も
の
に
し
て
、
換
言
す
れ
ば
そ
れ
を
除
去
す
れ
ば
同
時
に
生
産
を
も
休
止
せ
し
め
る
に
至
る
所
の
諸
要
素
だ
け
に
還
元
せ
る
債
格
で
あ
る
。
詳

言
す
れ
ば
制
労
働
者
の
労
働
力
も
、
資
本
家
の
資
本
も
生
産
に
必
要
な
る
を
以
て
、
そ
白
限
P
に
於
て
、
抽
労
賃
も
資
本
利
子
も
公
正
な
る
債
格
に
入
込

む
と
云
ふ
に
あ
る
。
財
貨
生
産
に
就
て
何
等
の
貢
献
を
も
熔
き
ず
、
た
ず
消
費
者
に
到
し
買
枕
た
る
に
留
主
る
所
の
債
格
白
吊
上
、
印
ち
中
間
商
業

に
よ
る
債
格
引
よ
は
之
を
排
撃
ナ
る
も
の
で
あ
る

公
正
な
る
債
格
に
閲
す
る
ヂ
イ

r
の
見
解
は
一
躍
之
を
認
め
る
に
し
て
色
、
氏
の
定
義
は
主
と
し
て
消
費
組
令

に
妥
営
す
る
の
み
で
、
凡
て
の
産
業
組
合
の
本
質
を
把
握
し
得
る
も
の
と
言
ふ
を
得
な
い
。

産
業
組
合
の
木
賞

第

披

i¥. 
九

第
三
十
七
各

三
八
七

存
め
よ
ふ
常
識
撃
す

1) Sombart. I(~pita.lisn1Us undCenosscnschafl:swesen (in Internationales Hand'¥.vor・
teTbuch des Genossenschaftswesens Bd. IJ， S. 537) 
Sombart， a. a~ ().日・ 537・
Gide， Der gerech， e Preis '(in TatomIo.nz， Anthologie des G巴nossenschaftswesens)
s. 1I8. 
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産
業
組
合
の
本
質

第
三
十
七
巻

第

罰i'

i¥ 
八.

ずL

O 

最
後
に
A

シ
ス
・
ミ
ュ
ヌ

1
は
産
業
組
合
を
定
義
し
て
「
産
業
組
合
と
は
共
同
経
惜
の
形
態
に
於
て
、
経
梼
原
則

と
し
て
勢
働
利
盆
に
よ
り
て
支
配
さ
れ
る
自
由
な
る
枇
曾
的
結
合
で
あ
る
」
と
す
る
。

而
し
て
氏
は
組
合
結
合
の
一
一
一
要
素
と
し
て
↑
土
室
、
即
ち
組
令
が
一
手
素
材
的
基
礎
、
早
」
の
土
塞
が
探
る
形
式
、
凶
組
織
内
に
入
込
む
原
則
を

皐
げ
る
。
而
し
て
こ
の
組
合
白
土
童
と
は
、
自
己
の
意
欲
に
従
ひ
、
且
ヲ
拘
己
の
利
盆
に
基
い
て
組
合
を
組
機
ず
る
白
由
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
枇
舎
の

構
成
!
良
に
し
で
、
夫
々
自
決
械
を
有
ナ
る
人
々
を
云
ふ
。
次
に
組
合
の
形
式
と
は
共
同
終
済
を
意
味
す
る
。
氏
に
よ
れ
ば
経
湾
と
は
何
等
か
の
人
的

欲
望
を
充
ナ
物
的
財
貨
の
生
産
、
加
工
、
調
達
、
保
存
又
は
夫
什
を
北
京
味
す
る
。
而
し
て
産
業
組
合
も
此
白
何
等
弘
仰
の
鱈
湾
任
務
を
果
ナ
も
の
で
あ

る
が
、
組
合
に
於
げ
る
鰭
憐
主
慨
は
多
鍛
の
個
人
又
は
家
族
よ
り
成
る
が
故
に
、
組
合
は
共
団
経
務
と
考
へ
ら
れ
る
。
第
一
一
一
に
産
業
組
合
の
滑
助
原

則
ぱ
叫
労
働
刺
盆
胤
別
で
あ
る
O

彼
に
よ
れ
ば
艇
部
活
動
原
則

uh
生
産
見

ι抗
、
組
手
殴
E

斯
4

唱
を
組
仁
て
耀
測
に
閥
血
(
す
る
人
々
の
利
盆
を
主
眼
と

す
る
か
、
勢
働
又
は
勢
働
能
率
を
以
て
経
済
に
関
血
ハ
ナ
る
人
々
の
利
盆
を
主
眼
と
す
る
か
、
夏
に
経
済
が
他
人
の
怒
普
に
基
い
て
行
は
れ
る
か
に
よ

り
、
所
有
利
盆
経
溌
原
則
、
勢
働
利
盆
経
梼
原
則
、
怒
善
的
経
済
原
則
と
に
分
れ
、
産
業
組
令
指
動
は
此
の
勢
働
別
金
原
則
に
よ
り
て
支
配
さ
れ
る

も
の
と
な
ナ
。
元
来
こ
の
一
努
働
利
金
と
所
有
利
盆
と
は
、
経
済
の
枇
盆
の
増
進
に
閲
し
で
は
利
害
関
係
が
調
和
す
る
。
即
ち
経
済
の
生
産
カ
を
高
め
、

多
く
白
財
貨
を
生
産
す
る
駄
に
於
て
は
雨
者
と
も
共
通
の
利
金
を
感
ず
る
。
然
る
に
取
盆
白
分
配
に
闘
し
て
は
用
者
の
利
害
関
係
が
全
〈
野
立
す
る
。

若
し
煙
棒
に
参
加
ナ
る
畑
労
働
を
し
て
所
有
の
支
胞
か
ら
解
放
叶
し
む
べ
母
で
あ
る
な

b
ば
、
勢
働
利
盆
を
粧
楠
間
生
活
の
支
配
原
則
に
高
め
た
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
貨
に
産
業
組
合
の
成
立
は
、
と
の
目
標
に
向
け

b
れ
た
る
抽
労
働
届
唱
の
努
カ
に
基
く
。
所
有
よ
り
解
放
さ
れ
、
向
己
の
王
同
E
建
設
せ
ん

と
ナ
る
腕
労
働
の
努
カ
が
、
産
業
組
合
白
木
質
を
な
ナ
も
の
で
あ
る
と
論
ず
る

Y
V

A

ン
ス
・
ミ
ュ
ラ

1
の
定
義
は
所
有
の
利
盆
に
封
し
、

勢
働
の
刺
盆
を
強
調
す
る
賠
に
於
て
、

従
来
の
定
義
と

異
な
り
、
所
有
の
支
配
よ
り
の
解
放
を
目
的
と
す
る
勢
働
者
の
産
業
組
合
の
本
質
は
、
充
分
之
を
明
に
す
る
こ
と

を
得
る
が
、

現
存
す
る
多
〈
の
自
作
農
叉
は
手
工
業
者
の
産
業
組
合
に
は
適
用
さ
れ
得
な
い
憾
が
め
る
。
蓋
し
こ

の
種
の
組
合
に
於
て
は
、
帥
労
働
の
利
盆
と
相
誼
ん
で
彼
等
の
所
有
す
る
生
産
用
具
荷
「
ば
勢
働
作
業
場
と
し
で
の
土
地
)

の
利
益
を
も
園
る
か
ら
で
め
る
。

故
に
現
賓
の
産
業
組
合
の
活
動
原
則
，
中
に
は
、

A

ン
ス
・
ミ
ュ
ラ

1
の
指
摘
せ

Hans Mu!Ier， a. a. 0. s. 55官.



る
批
労
働
利
盆
原
則
ぞ
今
少
し
く
憤
張
し
、
自
己
の
所
有
に
し
て
自
ら
之
を
使
用
す
る
生
産
手
段
所
有
の
利
盆
を
志

加
ヘ
ゴ
れ
ば
、
凡
て
の
産
業
組
合
の
本
質
を
把
握
し
得
な
い
こ
と
と
な
る
。

以
上
に
亙
り
て
従
来
に
於
け
る
産
業
組
合
論
者
の
主
な
る
定
義
を
皐
げ
、
之
を
簡
箪
に
批
評
し
た
る
が
、
私
は

、
、
、
、
‘
.
.
 、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

産
業
組
合
を
定
義
し
て
、
産
業
組
合
と
は
同
一
地
域
の
主
と
し
て
中
産
階
組
以
下
の
人
々
の
自
由
な
る
人
的
結
合

、
‘
.
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、
也
、
、
、
、
、
、

に
し
て
、
資
本
支
配
に
封
す
る
協
同
防
衛
に
よ
り
、
組
合
員
の
麗
樺
生
活
の
改
善
ぞ
闘
る
を
目
的
と
す
る
色
の
で

、、
あ
る
と
言
ひ
た
い
。
以
下
こ
の
定
義
に
従
ひ
産
業
組
合
の
本
質
を
一
層
明
に
す
る
で
あ
ら
う
。

n9 

産
業
組
合
の
本
質
計
探
究
vq

州
出
仁
営
h
、

山

ン

?

『

:

一

プ

ー

は

tsM4組
合
紡
ム
口
一
ω素
材
的
基

礎
、
結
合
の
形
式
、
組
合
の
活
動
原
則
の
三
者
に
分
っ
て
ゐ
る
が
、
在
は
悲
で
は
↓
札
合
結
合
の
組
織
、
コ
組
合

結
合
の
目
的
及
び
こ
の
目
的
達
成
の
方
法
に
分
ち
て
、
組
合
の
本
質
を
探
究
す
る
こ
と
と
す
る
。

先
づ
産
業
組
合
の
結
合
組
織
の
問
題
に
就
で
見
る
に
、
産
業
組
合
は
イ
同
一
地
域
の
、
ロ
中
産
以
下
の
人
々
よ

り
な
る
、

A

自
由
な
る
人
的
結
合
で
あ

J

る。

川
産
業
組
合
は
原
則
上
同
一
地
域
に
居
住
す
る
人
々
よ
り
な
る
n

本
来
産
業
組
合
が
経
掛
的
に
弱
小
な
る
人
々

の
費
本
支
配
に
封
す
る
協
同
防
衛
の
手
段
と
し
て
、
隣
保
相
扶
の
原
理
に
立
脚
す
る
も
の
な
る
限
り
、
組
合
員
が

t
h
h
~
)
H
u
w
 

b
p
h
t
u

虫
〈

同
一
地
域
の
居
住
者
に
限
る
こ
と
は
営
然
で
あ
る
。
朝
夕
同
じ
環
境
に
在
り
て
生
活
を
替
み
、
そ
の
活
動
の
地
区

相
接
し
、
同
じ
流
水
に
瀧
概
の
水
を
求
め
、
牧
穫
を
共
に
す
る
隣
人
と
の
聞
に
於
て
の
み
、
忍
に
初
め
て
彼
等
の

産
業
組
合
の
本
質

第
三
時
現

第
三
十
七
巻

コ
一
八
九

7L 

1) 東畑精一氏は産業組合の本質を探究ナむに際し、英白結合組織D 問題と英白
搭舎目的即ち其の職能の問猛とに分ちて考療;されてゐる、|言]氏の論文、産業
組合と農業政策(農業経済研究、第一省第二披)参照。



産
業
組
合
白
木
賞

第
三
十
七
巻

九
O 

第

放

九

隣
保
相
扶
の
戚
情
が
生
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
頻
々
た
る
人
々
の
地
域
的
移
動
は
、
必
然
的
に
産
業
組
合
の
本
質

と
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

3
れ
ば
定
住
性
に
於
て
都
命
日
住
民
よ
り
も
安
定
な
る
農
民
の
聞
に
、
よ
り
大
な
る

産
業
組
合
費
達
の
地
盤
が
見
出
き
れ
る
。

更
-
い
産
業
組
令
の
組
織
力
に
就
て
考
ふ
る
に
、
組
織
曜
の
構
成
分
子
七
る
組
合
員
数
が
多
〈
、
そ
の
活
動
領
域

の
庚
い
程
、
組
織
の
規
模
は
大
"
と
な
り
、
交
互
作
用
の
活
動
が
量
的
に
大
と
な
る
。
併
し
他
面
に
於
て
活
動
の
領

域
ド
税
い
一
団
ど

b

組
什
員
の
親
和
力
は
密
L
」な
h
ノ
、
従
て
交
正
作
用
の
カ
が
質
的
に
聞
く
な
る
。
き
れ
ば
産
業
組

合
が
一
村
落
を
車
位
L
し
す
る
如
〈
、

地
域
閏
韓
た
る
を
要
寸
る
の
は
、
組
合
員
相
五
の
交
互
作
用
を
強
く
し
親
和

カ
を
密
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
併
し
生
産
物
の
販
責
、
原
料
の
購
入
、
責
金
融
通
等
に
就
て
は
安
互
作
用
の
領
域

が
庚
〈
、
組
織
規
模
が
大
な
あ
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
之
は
個
々
の
組
合
併
』
活
動
領
域
の
贋
き
聯
合
に

結
合
す
る
こ
と
に
よ
h
ノ
て
蓮
せ
ら
れ
あ
。
個
々
の
組
合
と
其
の
聯
〈
口
組
織
と
に
よ
り
組
合
員
の
密
接
な
る
親
和
力

を
保
持
し
つ
つ
、
交
互
作
用
の
働
く
領
域
を
大
な
ら
し
め
る
こ
と
が
出
来
名
。

か
〈
産
業
組
合
は
地
域
的
な
る
隣
保
相
扶
の
原
則
に
基
〈
と
云
ふ
も
、
こ
の
原
則
は
、
組
合
員
が
凡
て
同
一
の

階
級
に
麗
し
、
そ
の
刺
害
が
完
金
に
一
致
す
る
場
合
に
於
て
、
最
も
カ
強
く
働
ら
く
が
、
併
し
生
産
手
段
の
現
有

が
認
め
ら
れ
、
保
か
も
組
合
に
は
原
則
上
何
れ
の
階
級
に
属
す
る
人
々
も
盛
加
し
得
る
現
般
に
於
て
は
、
組
合
内

部
に
在
り
て
も
所
有
の
利
益
と
勢
働
の
利
盆
と
が
完
全
に
調
和
せ
玄
る
場
合
が
起
る
。
例
へ
ば
農
村
の
販
貰
組
合

に
於
て
、
ぞ
の
組
合
員
た
る
地
主
の
利
盆
と
小
作
人
の
利
盆
と
が
充
分
調
和
せ

F
る
場
合
の
生
4
1
e
Q

が
如
き
然
り

高須虎六氏、農業組合の単位に就て(農業経済I"f究、第四巻第二披)二三頁。



で
あ
る
σ

そ
の
限
り
に
於
て
現
賞
枇
舎
に
於
て
は
隣
保
相
扶
の
原
則
は
、

そ
れ
だ
け
弱
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

併
し
今
日
の
産
業
組
合
自
韓
民
は
、

こ
の
隣
保
相
扶
原
則

ω完
全
な
る
働
を
妨
ヤ
る
所
有
利
益
と
勢
働
利
盆
k
の

矛
盾
を
止
揚
す
る
カ
は
な
い
。
き
れ
ば
雨
者
の
矛
盾
を
緩
和
す
る
に
は
、
進
歩
的
な
る
小
作
法
の
如
〈
、
所
有
利

謹一

盆
を
制
限
す
る
国
家
立
法
の
費
動
が
必
要
で
あ
る
。

(
註
-
)
テ
ン
ユ

1
ス
が
産
業
組
合
に
よ
り
「
英
同
社
合
経
済
の
原
理
が
著
し
い
品
開
展
能
力
を
有
ナ
る
新
し
き
生
活
を
嵐
ち
得
る
」
こ
と
を
認
め
、

-
!
衆
生
活
帯
地
の
共
同
社
曾
形
式
白
復
治
が
・
・
兎
に
角
比
良
で
其
由
一
根
を
損
げ
得
る
で
あ
ら
う
o
」
と
主
張
し
て
以
来
、
産
業
組
合
は
共
同
社

曾
に
入
る
有
力
な
る
手
段
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
に
芝
づ
た
。
最
近
我
凶
に
於
て
は
一
ア
ン
コ

1
ス
の
影
響
を
受
け
、
選
ん
で
現
貨
の
農
村
を
も
一

円
共
同
社
舎
と
し
て
取
扱
は
ん
と

F
る
論
者
さ
へ
あ
る
。
ず
ン
パ
ル
ト
も
一
方
に
於
て
一
戸
フ
ン
昌

l

ス
の
名
前
に
結
び
付
い
て
ゐ
る
共
同
祉
含

』
刺
袋
一
利
曾

ω
瑚
A
A

山市川、

M
川
崎
川
県
山
}
れ
仕
使
川
し
り
刈
ナ
む
と
こ
う
が
大
で
あ
る
J
I
r
-
-
4
J
J
1
1
f
h
ω
O
が
、
他
方
b
L
る
即

h

念
め
限
半
右
主
使

用
を
戒
め
て
「
無
批
剣
的
な
頭
の
人
々
は
、
自
分
が
仮
構
を
取
扱
ヲ
て
ゐ
る
こ
と
を
忘
れ
易
い
か
ら
、
吾
々
は
こ
れ
ら
の
理
念
の
使
用
が
危
険

2
 

で
あ
る
こ
と
を
常
に
念
頭
に
置
く
べ
き
で
あ
る
」
と
云
っ
て
ゐ
る
。

同
産
業
組
合
は
中
産
階
級
以
下
の
人
々
よ
ち
な
る
。
元
来
産
業
組
合
が
責
本
支
配
に
封
す
る
協
同
的
防
衛
手
段

だ
る
以
上
、
組
合
に
容
加
す
る
る
の
は
原
則
と
し
て
、
こ
の
防
衛
の
必
要
を
戚
守
る
中
産
以
下
の
人
々
で
あ
る
。

き
れ
ば
一
方
費
本
家
は
階
統
的
に
見
れ
ば
産
業
組
合
に
加
入
す
る
要
な
〈
、
又
組
合
の
後
蓬
に
よ
り
其
の
特
殊
利

盆
を
侵
害
さ
れ
る
場
合
が
多
い
か
ら
、
そ
れ
に
封
し
反
勢
蓮
動
こ
そ
起
せ
之
に
奉
加
す
る
筈
は
な
い
。
他
方
勢
働

者
階
級
や
農
民
の
内
に
於
て
も
、
貧
困
な
る
者
や
、
其
他
の
貧
民
階
経
に
属
す
る
者
は
、
賓
際
上
こ
の
組
合
に
参

加
し
・
得
な
い
も
の
も
少
な
く
は
な
い
。
彼
等
は
生
活
が
安
定
せ
な
い
矯
め
、
叉
心
理
的
に
も
斯
る
組
合
に
奉
加
し

て
着
賞
に
其
の
地
歩
ぞ
築
き
上
ぐ
る
偉
格
を
有
せ
や
、
且
つ
居
住
常
な
〈
生
業
獲
り
易
く
、
物
質
的
に
も
組
合
に

産
業
組
合
の
木
賞

第
コ
一
十
七
巻

九

第

披

九

Tonnies， Gemeinschaft und Gese1l5chaft， ] 9:z6， 50 ::<:0王
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産
業
組
合
の
木
質

第
三
十
七
巻

九

第

型E

九
四

会
茄
し
得
な
い
。
従
て
産
業
組
合
に
は
高
人
が
姿
加
し
得
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
今
日
の
産
業
組
合
の
後
達
、

世
に
業
の
活
動
力
に
は
白
か
ら
一
定
の
限
界
あ
り
と
言
は
ゴ
る
を
待
な
い
。

加
之
.
今
日
の
産
業
組
合
は
何
れ
の
階
級
に
麗
す
る
人
々
の
来
り
妥
加
す
る
を
恒
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
部

ち
例
へ
ば
農
村
の
販
責
組
合
に
は
地
主
、
自
作
農
、
小
作
農
も
奉
加
す
る
か
ら
、
そ
の
結
果
と
し
て
貰
る
ペ
き
も

の
を
多
〈
有
つ
地
主
や
大
農
が
、

組
合
に
よ
っ
て
比
較
的
多
〈
の
刺
益
ぞ
受
〈
芯
こ

k
と
な
る
念
品
れ
難
い
。

と
は(，.， ¥ 
何産
等業
の紺ー
強合
要 1;1:

lこ|ヨ
基|主|

も 3
の λ
で 1拘
は対1
な合
〈寸=
、ePJ

i;> 

才
己
炉
、

1JE怯
一
三
日
民
、
『
1

主
戸
汀
回
目
'
j
h
q
I
t
r
-
-
ノ

C
、
1
L
1ヨニ
S
こ

到
，
p
l
U
4
H
M
4子
車
メ
t
l
F人
三
日

l
f制
ノ
ド

l

ょ

治
m
J
E
F
E
「
」
-
L

人
々
の
自
由
参
加
と
い
ふ
意
欲
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
産
業
組
合
は

此
の
個
人
の
意
欲
に
よ
り
て
創
造
さ
れ
た
る
自
由
組
合
に
し
て
、
組
合
員
に
る
佃
人
と
は
別
個
に
存
在
し
得
る
結

合
瞳
で
あ
る
。
こ
の
貼
に
於
て
今
日
の
組
合
は
昔
日
の
強
制
組
合
か
ら
区
別
さ
れ
る
。
古
代
の
組
合
も
組
合
員
の

協
同
の
繁
栄
を
圃
ち
、
共
通
に
運
命
の
感
衰
ぞ
荷
ふ
と
一
一
一
ロ
ム
思
想
に
基
い
て
は
ゐ
亡
が
、
組
令
員
た
る
こ
と
は
自

由
意
思
に
基
〈
も
の
で
な
〈
、
草
に
出
生
と
い
ふ
事
賓
の
み
で
、
そ
の
地
域
を
統
轄
す
る
組
合
の
組
合
員
た
る
べ

〈
運
命
づ
け
ら
れ
た
。
而
し
て
古
代
の
組
合
に
於
て
は
組
合
員
の
個
別
的
欲
求
は
無
視
さ
れ
た
。
例
へ
ば
中
世
の

ヅ

Y

ア
ト
に
於
て
は
、
各
組
合
員
は
生
産
及
流
通
行
程
に
於
て
種
々
な
る
組
合
の
制
限
を
受
け
、
そ
の
統
制
に
服

し
た
。
き
れ
ば
「
艦
持
組
織
及
び
技
術
の
所
輿
扶
態
に
臆
じ
て
経
済
活
動
を
な
す
可
能
性
を
有
す
る
も
の
は
、
組

合
の
み
で
各
個
人
で
は
な
か
っ
た
よ
従
て
中
世
に
於
げ
る
組
合
の
成
立
は
、
個
人
の
固
健
へ
の
混
入
と
い
ふ
形
式

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
現
代
の
組
合
に
於
て
は
、
各
組
合
員
の
完
全
な
る
人
格
誼
に
経
梼
的
及
び
枇
舎
的

Wygodzinski 



濁
立
が
保
聾
さ
れ
る
。
故
に
今
日
の
組
合
は
個
人
の
自
我
意
識
を
喚
起
し
た
る
祉
曾
生
活
を
基
礎
と
し
て
組
織
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
現
代
の
産
業
組
合
に
於
て
組
合
へ
の
加
入
及
び
脱
退
の
自
由
を
認
仔
る
は
之
が
た
め
で
あ
一
る
。

併
し
組
合
本
来
の
目
的
た
る
資
本
支
配
に
封
す
る
協
同
防
衛
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
は
、
組
合
員
の
艦
持
活

動
を
統
制
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
へ
ば
販
貢
組
合
の
組
合
員
は
販
責
組
合
を
通
じ
て
の
み
自
己
の
生
産
物
を
販
貰

す
る
が
如
き
之
で
あ
る
。
か
く
て
個
々
組
合
員
が
所
属
組
合
の
統
制
に
服
し
、
更
に
個
々
の
組
合
は
所
属
聯
合
の

統
制
に
服
し
、
五
に
初
め
て
全
闘
的
の
組
合
統
制
が
成
立
す
る
。
然
る
に
ナ

l
ス
は
此
の
聯
合
の
外
観
の
み
を
見

て、

「
古
き
組
合
論
は
組
合
員
の

J

ア
モ
グ
ラ
'
シ
|
的
特
徴
及
び
佃
々
の
組
合
員
の
人
格
的
表
輿
含
高
唱
す
る
が
、

最
近
の
傾
向
は
少
数
の
人
員
よ
リ
な
る
管
理
部
又
は
一
人
の
支
配
者
の
手
中
芯
れ
も
の
管
理
的
集
中

ω方
針
U
向

ふ
」
と
言
ふ
が
、
こ
の
管
理
の
集
中
が
直
ち
に
産
業
組
合
の

J

ア
モ
グ
ラ
ジ

1
、
組
合
員
の
人
格
的
奉
加
を
害
す
る

と
は
云
へ
な
い
。
之
を
害
す
る
か
否
か
は
、

こ
の
管
理
の
集
中
誼
に
こ
の
管
理
部
の
統
制
が
全
組
合
員
の
自
由
意

思
的
な
る
意
欲
に
基
〈
か
否
か
に
揺
っ
て
ゐ
る
。

失
に
産
業
組
合
が
人
的
結
合
と
し
て
、
株
式
舎
祉
の
如
き
費
本
国
結
よ
り
匝
別
さ
れ
る
。
株
式
含
祉
の
株
主
た

る
こ
と
は
、
ぞ
れ
に
よ
っ
て
哀
の
時
の
最
大
利
潤
の
追
求
が
可
能
な
る
が
潟
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
に
結
合
の
目
的

は
な
い
。
従
て
結
合
の
紐
帯
は
曾
枇
の
事
業
白
檀
で
な
く
、
打
算
的
江
る
利
潤
計
算
で
あ
る
。
故
に
斯
る
結
A
日
韓

は
各
濁
立
し
た
る
個
人
の
集
合
で
あ
り
、
各
部
分
の
結
合
の
紐
帯
は
車
な
る
外
面
的
な
る
機
械
的
な
る
牧
益
打
算

に
外
な
ら
な
い
。
こ
の
結
合
は
事
業
経
替
に
必
要
な
る
費
金
を
集
め
得
る
手
段
た
る
に
留
ま
り
、
何
人
が
株
式
の

産
業
組
合
の
本
質

第
三
十
七
巻

大過

第

f官

::It. 
五
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産
業
組
合
の
本
質

第
コ
一
十
七
巻

'JL 
~ ノ、

三
九
凶

第

披

所
有
者
で
あ
る
か
、
又
そ
の
所
持
者
が
何
虞
に
居
住
す
る
か
を
聞
は
な
い
。
然
る
に
産
業
組
合
に
於
て
は
、
ぞ
の

資
本
は

E
こ
迄
も
地
域
的
に
限
定
さ
れ
た
る
組
合
員
の
出
資
で
あ
り
、
従
て
資
本
は
組
合
員
の
人
格
に
常
に
従
属

す
る
。
故
に
産
業
組
合
に
於
て
は
一
定
地
域
に
居
住
す
る
特
定
の
人
格
が
其
の
結
合
の
紐
帯
を
な
す
も
の
と
言
ふ

べ
き
で
あ
る
。

第
二
に
産
業
組
令
結
合
の
円
的
及
び
ζ

の
目
的
達
成
の
方
法
に
就
て
見
る
に
、
産
業
組
合
は
資
本
支
配
に
劃
す

る
協
同
防
衛
に
よ

H
組
合
員
の
線
神
生
活
の
改
善
松
岡
る
か
ι
目
的
と
す
る
o

而
し
で
産
業
組
合
口
市
に
於
で
も
、

農
民
、
手
工
業
者
、
漁
民
等
の
如
き
弱
小
生
産
者
が
生
産
者
た
る
資
格
に
於
て
固
結
す
る
組
合
に
於
て
は
、
原
料

購
入
、
生
産
物
販
責
、
資
金
融
通
等
の
方
面
に
於
け
る
資
本
支
配
に
封
し
、
協
同
的
に
之
を
防
衛
し
、
組
合
員
各

自
の
個
別
経
捕
の
濁
立
維
持
を
園
る
こ
と
に
よ
り
て
、
経
掛
生
活
の
改
善
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
彼
等
が
消

費
者
の
立
場
に
於
て
圏
結
す
る
消
費
組
合
の
場
合
に
於
て
は
、
中
間
商
業
費
本
の
支
配
に
封
し
、
協
同
的
に
之
を

防
衛
す
る
こ
と
に
よ
り
て
、
組
合
員
の
消
費
経
済
を
合
理
化
し
、
直
接
に
経
済
生
活
の
改
善
ぞ
期
す
る
も
の
で
あ

る
。
組
合
員
が
組
合
に
参
加
す
る
の
は
、
彼
等
の
軽
油
開
生
活
、
即
ち
物
質
生
活
を
改
善
せ
ん
L
」
す
る
現
質
的
要
求

よ
り
出
づ
。
即
ち
グ
ム
バ
u
y

ト
の
言
ふ
如
〈
「
刺
盆
し
か
も
最
も
手
近
で
判
る
利
盆
」
で
あ
る
。
若
し
人
々
が
組
合

に
妥
加
す
る
こ
と
に
よ
り
て
、
最
初
か
ら
犠
牲
の
み
要
求
さ
れ
、
組
合
に
牽
加
す
る
事
に
よ
り
て
直
接
の
利
益
、

郎
ち
普
通
の
物
質
的
利
盆
を
期
待
し
得
な
い
な
ら
ば
、
組
合
員
と
し
て
残
る
も
の
は
恐
ら
く
極
め
て
少
駿
で
あ
ら

う
。
日
用
品
の
購
買
に
就
て
、
一
般
商
人
に
於
け
る
よ
り
も
敷
銭
よ
り
安
〈
購
入
し
得
る
利
盆
や
、
年
度
末
に
数

1) Sombart， SinD und Be【ieutllng der Geno.'Ssensc11:1ftsl児 weglll1g (in Totomianz， 
Anthologie des Genossenschafts，"vesens) S. 276. 



固
の
配
営
を
受
け
得
る
利
盆
や
が
、
家
庭
の
主
婦
を
駆
っ
て
消
費
組
合
に
参
加
サ
し
か
る
も
の
で
あ
h
、
一
般
商

人
よ
り
も
よ
り
安
く
肥
料
を
購
入
し
得
る
利
盆
が
農
民
を
駆
っ
て
購
買
組
合
に
丞
加
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
か

か
る
利
盆
は
一
見
些
細
な
る
が
如
く
で
あ
る
が
、
買
は
組
合
後
展
の
礎
石
を
翁
す
も
の
で
あ
り
、

中
産
階
扱
以
下

の
人
々
は
、

日
常
生
活
に
於
て
は
全
〈
普
通
人
の
一
般
本
能
に
訴
ふ
る
以
外
の
利
盆
を
有
せ
、
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

か
く
人
々
が
組
合
に
加
入
す
る
は
、
物
質
的
利
益
獲
得
と
い
ふ
利
己
的
動
機
に
よ
り
て
促
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

Y
1
7
7
ン
が
此
の
劫
に
闘
し

「
貰
際
に
綿
て
の
組
合
員
が
組
合
に
丞
加
す
る
の
は
、

全
然
利
己
的
動
機
に
基
〈

こ
れ
を
否
認
し
ゃ
う
と
す
れ
ば
、

初
め
か
ら
非
常
に
高
度
の
樫
情
改
革

も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
事
も
疑
が
な
い

0

1
 

円
リ
偽
-
h
eド
必
要
ゴ
一
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ヨ
¥
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十
品
位
、
費
一
じ
う
'
u
o

こ
り

Z
Eり
勿
一
廷
内
サ
九
三
円
ノ
ヒ
一
、
、

E
E
E
、.
1
J
E
Zり
1
E
k

t
挽
河
川
j
J
h
ル

A
F
3
1
L
i
〆

i
-
2
4咽

t
t
L
4
4
1
-
L
S
E民

P
I
E
-メ
到
〆
し
一

t
-
E
H子
革
メ
r
O
担
一
花
白
下
仁
柱

が
樹
立
き
れ
る
も
の
で
あ
る
。

原
因
た
り
得
な
い
。

オ
ツ
ペ
ン
A

イ
マ
ー
が
「
産
業
組
合
精
神
は
決
し
て
成
功
せ
る
産
業
組
合
組
織
の

蓋
し
産
業
組
合
精
神
な
る
も
の
は
、
成
功
せ
る
産
業
組
合
組
織
の
結
果
に
外
な
ら
な
い
か

ι」

と
主
張
せ
る
は
、
そ
の
言
葉
た
る
や
多
少
誇
張
に
失
す
る
が
、
貫
際
の
産
業
組
合
運
動
に
閥
奥
す
る
人
々
に
と
り

て
、
翫
味
す
べ
き
言
葉
た
る
を
失
は
な
い
。

か
〈
の
如
く
産
業
組
合
に
参
加
す
る
事
は
、
各
人
の
利
己
的
動
機
に
基
く
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
盛
一
加
に
よ
り

て
特
ら
る
る
物
質
的
利
盆
は
最
初
は
些
少
で
あ
る
に
し
て
も
、
之
に
よ
り
て
、
こ
の
利
盆
は
何
故
に
組
合
加
入
に

よ
り
て
得
ら
れ
た
る
か
が
一
組
合
員
に
理
解
せ
し
め
、
組
合
員
を
し
て
資
本
の
攻
勢
に
封
し
盆
々
協
同
囲
結
す
る
の

必
要
を
痛
戚
せ
し
ひ
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
際
に
、
組
合
員
が
地
域
的
に
限
定
さ
れ
た
る
一
村
落
の
人
々

よ
り
な
る
こ
と
は
、
隣
保
相
扶
の
原
理
に
悲
き
盆
々
彼
等
の
協
同
意
識
を
強
固
に
す
る
ち
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
「
一

産
業
組
合
の
木
賞

第

f賞

九
七

第
三
十
七
巻

九
五

1) Liermann， Zllr Theorie l1nd Systematik (11::1' Genossenschaften， S. 128 
2 J F. Oppenheime 



産
業
組
合
白
木
賞

第
三
十
七
巻

第

骨E

九
i¥. 

九
ノ、

方
に
於
て
確
賞
な
る
協
同
意
識
は
凡
て
の
産
業
組
合
活
動
に
劃
す
る
前
提
保
件
で
あ
る
が
、
他
方
こ
の
意
識
は
同

時
に
組
合
活
動
の
結
果
で
も
あ
る
。
組
合
員
が
ド
ぃ
永
〈
、
ド
ぃ
成
功
的
に
協
同
活
動
営
潟
せ
ば
な
す
程
、
愈
々

そ
の
固
結
心
は
益
々
強
固
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
」

元
来
産
業
組
合
が
資
本
支
配
に
封
す
る
極
構
的
弱
小
者
の
協
同
防
衛
手
段
と
し
て
後
生
し
に
る
も
の
な
る
こ
と

は
、
産
業
組
合
成
立
の
歴
史
性
に
臆
し
て
明
白
な
る
事
買
で
あ
る
。
濁
逸
に
於
け
る
信
用
組
合
の
創
設
者
た
る
し
V

Z

U

Y

ッ
ェ
。

J

ア
y
ッ
チ
及
戸
川
一
ア
イ
ア
ア
イ
ゼ
ン
は
夫
々
都
市
及
び
農
村
の
高
利
貸
資
本
と
如
何
に
問
ひ
し
こ
と
よ
。

ま
た
ロ

v
チ
デ

1
Y
開
拓
者
の
消
費
組
合
成
立
も
、
弱
小
生
産
者
の
中
間
商
業
費
本
に
到
す
る
協
嗣
的
防
衛
手
段

で
あ
つ
に
。
き
れ
ば
産
業
組
合
が
資
本
家
的
刺
潤
を
追
求
す
る
も
の
で
な
く
、
寧
ろ
之
を
極
力
排
撃
せ
ん
と
す
る

は
、
組
令
の
本
質
よ
り
し
て
嘗
然
然
ら
し
な
る
所
で
あ
る
。

今
や
調
占
金
融
資
本
主
義
時
代
に
於
て
産
業
組
合
は
経
済
的
弱
小
者
の
味
方
と
し
て
、
資
本
支
配
に
劃
し
如
何

な
る
程
度
に
ま
で
防
衛
し
つ
つ
あ
る
か
。
之
を
本
邦
の
現
状
に
照
し
見
る
に
、
産
業
組
合
は
中
小
中
間
商
業
資
本

の
排
撃
に
封
し
て
は
相
営
の
致
果
を
示
し
つ
つ
あ
る
事
は
、
目
下
の
反
産
業
組
合
運
動
の
撞
頭
に
よ
り
て
も
読
明

さ
れ
る
。
併
し
産
業
組
合
が
金
融
資
本
支
配
を
排
撃
す
る
事
に
よ
り
て
、
第
二
の
反
産
業
組
合
運
動
を
惹
起
す
る
程

度
に
ま
で
は
立
ち
至
っ
て
ゐ
な
い
。
か
か
る
現
状
よ
り
す
れ
ば
産
業
組
合
は
経
済
的
弱
小
者
の
金
融
資
本
支
配
に

封
す
る
消
極
的
な
る
防
衛
手
段
た
る
に
留
ま
る
。
宇
産
業
組
合
熱
狂
論
者
に
よ
っ
て
屡
々
描
出
さ
れ
る
産
業
組
合
に

よ
る
全
面
的
な
る
責
本
主
義
経
済
の
止
揚
や
組
合
に
よ
る
新
経
掛
秩
序
の
樹
立
の
構
圃
の
貰
現
は
情
ほ
極
め
て
前

途
遼
遠
で
あ
h
、
在
に
は
そ
れ
が
一
の
ユ
ト

1
ピ
ア
の
如

t
に
さ
へ
戚
ぜ
ら
れ
る
こ
と
を
告
白
せ

F
る
を
得
な
い
。

Kulemann， Genossensch.lftsbewegung， Bd. I1， 19:~5. S. 12 


